
四
福
地
区
社
協

※

第
二
次
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

四
福
地
区
社
協
で
は
、
平
成
28

年
に

「
誰
も
が
参
加
で
き
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
」
を

目
標
に
、
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
計
画
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、

小
地
域
ケ
ア
会
議
と
連
携
し
、
高
齢
者

や
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
な
ど
、
様

々
な
立
場
の
声
を
集
約
し
な
が
ら
第
二

次
計
画
策
定
を
進
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
地
域
の
「
困
り
ご
と
」
や
「
解

決
方
法
」
な
ど
を
幅
広
く
把
握
す
る
た

め
、
座
談
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
両
方
を

実
施
し
、
前
向
き
に
検
討
で
き
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。

四
福
地
区
社
協
で
は
、
今
回
の
計
画

策
定
と
事
業
の
実
施
を
通
し
て
、
防
災

の
観
点
か
ら
よ
り
地
域
の
住
民
同
士
が

つ
な
が
り
、
困
っ
た
時
に
自
然
に
支
え

合
え
る
関
係
が
広
が
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

コ
ロ
ナ
禍
で
地
区
社
協
の
事
業

も
こ
れ
ま
で
通
り
の
開
催
が
難
し

く
な
り
、
地
域
で
顔
を
合
わ
せ
て

交
流
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
始
め
た
の
が
、
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
る
人
を
地
域
で
支

え
る
「
居
場
所
づ
く
り
」
と
し
て
、

※

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
を
活
用
し

た
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会
（
お
渡
し
会
）

で
す
。
食
材
や
生
活
雑
貨
の
受
け

渡
し
か
ら
、
自
然
な
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
手
芸
の
サ
ロ
ン
（
ひ
だ

ま
り
親
睦
会
）
も
同
時
開
催
し
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

誰
で
も
気
軽
に
趣
味
活
動
や
仲
間

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
福
地
区
社
協

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー

総人口 １１，６９５人

高齢化率 ２８．６２％

高齢者

支援センター 水島

地域の

トピック
小地域ケア会議には、

様々な専門職や団体も

多く参加しており、地

域住民と専門職との大

切な交流の場になって

います。

わがまちの様子

わがまちの様子

座談会の様子。前向きに「わがまちだから

できること」を検討しています。

三世代ふれあいウォーキング

（地区社協の事業）の様子。

運動しながらの交流で、地域の

つながりの希薄化を予防してい

ます。

世間話が、自然体の見守り合いに

なっています。

ひだまり親睦会の様子。顔馴染みの皆さんが集まり、

手芸や茶話会で盛り上がっています！

総人口 ４，４２４人

高齢化率 ３２．７１％

高齢者

支援センター 水島

地域の

トピック
小地域ケア会議では、防災

をテーマに取り組んでおり、

「地域防災」を進めていけ

るよう検討を重ねています。
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※小地域福祉活動計画とは、地域の福祉課題に対して地区社協

が計画的に取り組んでいくための中期的な活動計画です。



お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

こ
の
活
動
は
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
の

な
か
で
、
「
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
か
ら
、
地

域
の
人
が
気
軽
に
集
え
る
機
会
を
つ
く

り
、
孤
立
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。

学
区
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
百
円
）
で
朝

食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
学

区
に
限
定
せ
ず
、
誰
で
も
好
き
な
時
間

に
参
加
し
て
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
気

軽
さ
を
大
切
に
し
て
お
り
、
多
く
の
人

を
集
め
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
後
や
百

歳
体
操
の
サ
ロ
ン
帰
り
に
仲
間
で
寄
る

な
ど
、
様
々
な
活
用
が
さ
れ
て
お
り
、

学
区
の
「
交
流
の
場
」
、
「
元
気
に
な

れ
る
憩
の
場
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

彩
」
が
利
用
者
の
生

活
訓
練
や
地
域
住
民
が
自
由
に
通
え
る

場
と
し
て
、
地
域
の
居
場
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

普
段
は
調
理
、
洗
濯
、
買
い
物
な
ど

の
訓
練
や
利
用
者
の
余
暇
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
訓
練
以
外
の
時
間
帯
や
空
い
て

い
る
曜
日
は
地
域
に
開
放
し
、
町
内
会

で
の
活
動
や
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

趣
味
活
動
な
ど
、
自
由
に
利
用
で
き
る

よ
う
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
第
一
歩

と
し
て
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
も
こ
の
場

所
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

「
人
と
人
」
、
「
人
と
居
場
所
」
が
つ

な
が
る
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ｉ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

総人口 ２，３６６人

高齢化率 ４１．１２％

担当高齢者

支援センター 水島

地域の

トピック
高齢化率が高いことを、

「元気な高齢者が多い」

と前向きに考え、高齢者
が活躍する機会を大切に

しています。

わがまちの様子

わがまちの様子

同じ学区の園児や子育て世代の参加もあり、3世代交流

の場にもなっています！

コロナ禍では参加者への検温と

手指消毒、机をアクリル板で仕

切り、感染予防に注意しながら

行いました。

※互近助パントリー

の拠点となっており、

困りごとを抱えてい

る人にも優しい居場

所を目指しています。

irodori HOMEでの小地域ケア会議の様子。家庭的な

雰囲気で、世代を問わず落ち着きます。

総人口 １２，６５３人

高齢化率 ２４．５６％

高齢者

支援センター 福田

地域の

トピック
irodori HOMEを拠点に、

「ちょいサポ」という生

活支援サービス（草取り、

電球交換、掃除など）が

あり、障がいのある人も

担い手として活躍してい

ます。

愛情たっぷりのメニュー。ボリュームもあり、

男性にも喜ばれています！
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い
き
い
き
サ
ロ
ン
古
新
田

か
た
つ
む
り
の
会

平
成
12

年
か
ら
「
地
域
の
な
か
で
身
近
に

集
え
る
居
場
所
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
、

か
た
つ
む
り
の
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
「
み

ん
な
お
い
で
ん
せ
～
、
ま
っ
と
る
け
～
」
を

合
言
葉
に
、
地
区
の
民
生
委
員
が
中
心
と
な

り
、
愛
育
委
員
や
栄
養
改
善
委
員
な
ど
、
み

ん
な
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
と
一
緒
に
料
理
を
作
っ
た
り
、
脳

ト
レ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
誕
生
日
会
な
ど
、

内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
参
加
し
た
人
か

ら
は
、
「
外
に
出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
大

切
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
う
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
際
は
、
今
ま
で
の
サ
ロ
ン
の
活
動

を
ま
と
め
た
「
か
わ
ら
版
」
を
作
り
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

広
江
地
区
で
は
、
体
操
や
食
事
会

な
ど
の
通
い
の
場
が
多
く
あ
り
、
日

頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
交
流
す
る

機
会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
地
域
の
有
志
で

「
何
か
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
、
「
住
民
同
士
つ
な
が
り
の
あ

る
交
流
が
で
き
な
い
か
」
と
前
向
き

に
考
え
、
毎
月
1

回
フ
ー
ド
シ
ェ
ア

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
（
有
志
）
と
一
緒
に
食

料
品
や
生
活
雑
貨
を
集
め
、
「
地
域

愛
」
と
一
緒
に
お
渡
し
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
は
会
場
に
来
ら
れ
な
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
地
区
の
民
生
委
員
と
連
携

し
、
独
居
高
齢
者
や
見
守
り
が
必
要

な
人
に
個
別
訪
問
し
て
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

広
江
地
区

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
会

わがまちの様子

わがまちの様子

かたつむりのように家庭（殻）に閉じこもりがちな人

を、「角出せ」、「槍出せ」と地域に連れ出すことを

大切にしています。

「かわら版」を持って、訪問している

様子。ちょっとした立ち話が、1つのサ

ロンのような雰囲気になっています！

地域の人から野菜、つながりのある

企業から魚の切り身などの提供があ

り、お弁当も手作りしています。親子や若い世代の参加もあり、「多世代の交流の場」や

「フードロス削減の取り組み」にもなっています。

総人口 １２，４５８人

高齢化率 ２１．４３％

高齢者

支援センター 福田

地域の

トピック
小地域ケア会議では、「緊

急連絡カード」の普及や見

直しについて定期的に検討

しており、見守り体制の強

化に力をいれています。

総人口 ５，５４６人

高齢化率 ３３．４７％

高齢者

支援センター 福田

地域の

トピック
連合町内会、老人会、地区

社協など、地域の団体が横

でしっかりとつながってお

り、顔の見える関係づくり

が広がっています。

食材がたくさん提供された際は、

加工後に冷凍保存し、次回のフー

ドシェア会にも活用しています。

16



地
域
の
駄
菓
子
屋

う
っ
ち
ぃ

子
ど
も
や
親
子
が
こ
こ
ろ
の
敷
居

を
低
く
、
ふ
ら
っ
と
寄
れ
る
場
と
し

て
、
駄
菓
子
を
活
用
し
た
居
場
所
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
「
う
っ

ち
ぃ
」
で
す
。
毎
日
昼
間
の
時
間
帯

に
開
い
て
お
り
、
近
所
の
人
や
他
地

区
の
親
子
な
ど
も
来
て
い
ま
す
。
用

事
が
な
く
て
も
、
寄
っ
て
話
し
て
帰

る
人
も
い
て
、
地
域
の
大
切
な
情
報

交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
「
何
か
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
、
「
困
り
ご
と
」

を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、
「
う

ち
サ
ポ
」
を
始
め
ま
し
た
。
駄
菓
子

を
寄
付
で
き
る
箱
を
用
意
し
、
あ
る

程
度
集
ま
っ
た
ら
、
こ
ど
も
食
堂
な

ど
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
思
い
や
り
（
支
え
合
い
）
が
駄
菓

子
を
通
し
て
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

江
長
地
区
で
は
顔
馴
染
み
の
皆
さ

ん
が
毎
週
1

回
集
ま
り
、
歌
や
体
操
、

手
芸
や
季
節
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

参
加
者
同
士
で
声
を
か
け
合
い
、

「
誰
が
来
て
、
い
つ
帰
っ
て
も
大
丈

夫
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て

お
り
、
居
心
地
の
良
さ
か
ら
他
地
区

か
ら
定
期
的
に
参
加
す
る
人
も
見
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
参
加
者
の
「
で

き
る
こ
と
」
を
自
然
に
お
す
そ
分
け

し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
や
得
意
な

こ
と
を
披
露
す
る
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
民
生
委
員

も
い
て
、
場
を
通
し
た
見
守
り
活
動

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
よ
風
の
会

わがまちの様子

わがまちの様子

外観は隠れ家のような雰囲気に

なっており、子どもにとっては

秘密基地！

秋になるとハロウィンの飾り付

けが好評です！

駄菓子で買い物体験をす

る子どもの姿もあります。

「うちサポ」の箱は駄菓

子の横に置いてあり、気

軽に寄付できるよう工夫

しています。

他の曜日には手芸のサロンも行っており、

通える場所がたくさんあります！

活動（キャンドル

作り、囲碁ボール）

の様子。

参加者の声を聞き

ながら、内容を工

夫しています。

総人口 ７，８７４人

高齢化率 ２５．４５％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
地区社協が主催で、学区

全体を対象とした避難訓

練を毎年行っており、防

災意識が高い地域です。

総人口 ５，２９６人

高齢化率 ２７．８５％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
住民主体の通いの場が学区

に多くあり、体操や手芸、

専門職を招いての講話など

内容も様々で、参加者の生

きがいづくりにつながって

います。
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こ
ど
も
食
堂

め
ぐ
り
あ
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
、
地
域
住
民
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
こ
ど
も

食
堂
を
始
め
ま
し
た
。
「
親
子
が
安

心
で
き
る
場
所
や
多
世
代
が
自
然
に

交
流
す
る
場
所
を
地
域
に
少
し
で
も

増
や
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
毎

週
1

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

立
ち
上
げ
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
か

ら
、
地
区
の
民
生
委
員
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の

有
志
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
弁
当
を

作
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
お
渡

し
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
の
交
流
の

積
み
重
ね
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
食
事
」
や
「
体
験
活
動
」
を
通
し
た

居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
、
「
多
世
代
交

流
ゆ
い
ま
ー
る
」
の
名
前
で
地
域
食
堂
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
理
か
ら
配
膳
ま
で
、

多
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場

に
も
な
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
餅
つ
き
を
は

じ
め
と
し
た
季
節
の
行
事
や
、
誰
で
も
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
活

動
を
毎
月
行
い
、
「
体
験
」
か
ら
「
居
場

所
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
様
々
な
理
由
で
参
加
す
る
こ

と
が
難
し
い
子
育
て
世
代
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
「
産
前
産
後
の
お
弁
当
配

達
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
来
ら
れ
な
い

な
ら
出
向
く
」
と
い
う
支
え
合
い
が
、
地

区
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

多
世
代
交
流
ゆ
い
ま
ー
る

わがまちの様子

わがまちの様子

デイサービスのレクリエーションで使われる物品は、

子どもにも大人気！お弁当の完成を待つ時間も、わ

いわいと盛り上がっています。

顔馴染みのスタッフが笑顔で出迎え、会場は

温かい雰囲気に包まれます。

企業や地域から食材の提供があり、

地域食堂やお弁当配達で活用されて

います。

多世代交流ゆいまーるの活動1周年記念では、

約170食のお弁当を手作りしました！

総人口 ５，７６８人

高齢化率 ２６．８％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
令和3年度に愛育委員が中
心となり、「くらしきま
ち歩き さと歩きマップ」
の更新を行いました。
今後は学区全体で防災マッ
プの作成も検討しています。

総人口 ６，４５９人

高齢化率 ３２．１９％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
「西町笑天楽寿会」という
男性中心の通いの場があり、
食事を通した交流や地域に
向けた支え合いの取り組み
が広がっています。

「～しながら」の交流から「本音」が

こぼれ、こころの壁が自然になくなり

ます。
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連
島
南
学
区

健
康
サ
ロ
ン

絆

連
島
南
学
区
の
愛
育
委
員
会
で
は
「
仲
間

づ
く
り
」
と
「
健
康
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

て
、
毎
月
1

回
健
康
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
馴
染
み
の
あ
る
曲
に
自
作
の
振
り
付

け
を
し
た
「
あ
っ
ぱ
れ
絆
体
操
」
、
講
師
を

招
い
て
の
健
康
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

料
理
教
室
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
内
容

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
学
区
に
関

係
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
背
景
に
、
薬
剤
師
会
に
よ
る

感
染
症
予
防
の
講
話
を
行
っ
た
り
、
茶
話
会

を
持
ち
帰
り
で
き
る
お
土
産
に
変
更
し
た
り

と
、
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
大
切
な
居
場
所
で
紡
い
だ
「
絆
」

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
人
と
人
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
活
動
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

霞
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

部
会
の
一
つ
と
し
て
、
本
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
つ
な
が

り
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

月
３
回
程
度
、
地
区
の
集
会
所
を

開
放
し
、
そ
の
場
で
読
ん
だ
り
、

貸
し
出
し
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
新
し
い
本
も
そ

の
都
度
追
加
し
て
お
り
、
地
域
の

思
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
に
合
わ
せ
て
事

前
に
独
居
高
齢
者
な
ど
に
は
声
掛

け
し
、
参
加
し
や
す
い
工
夫
も
し

て
い
ま
す
。
本
以
外
に
も
季
節
に

合
わ
せ
た
手
芸
や
茶
話
会
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
閉
じ
こ
も
り
予
防

や
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の

健
康
づ
く
り
が
楽
し
く
続
く
、
地

域
の
拠
点
（
通
い
の
場
）
そ
れ
が

ブ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
す
。

ブ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

わがまちの様子

わがまちの様子

薬剤師会による講話の様子。手洗い講座も行い、

体験しながら楽しく学んでいます。

口伝えで参加者が増え、

現在は40～50名の参加

があります。

地域の人から提

供され、種類も

豊富です！

ゆったりと落ち

着いた空間が広

がっています。

リース作りの様子。各自が持ち

寄った材料で自由に作ります。

総人口 １３，１５３人

高齢化率 ２３．９１％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
連島南公民館を拠点に、

高齢者サロンや子育て

サロンが行われており、

多世代の交流の場に

なっています。

総人口 １，４３２人

高齢化率 １５．３６％

高齢者

支援センター 連島

地域の

トピック
集会所では、「一輪の

花」という生け花のふ

れあいサロンも定期的

に行われ、世代間交流

の場になっています。

お土産と一緒に、気にか

け合い、支え合いが広が

ります。
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Ｐ
ｉ
ｎ
Ｐ
ｉ
ｎ

倶
楽
部

憩
の
家
で
月
２
回
、
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
で
は
続
け
る
の
が
難

し
い
体
操
も
、
気
心
知
れ
た
皆
さ
ん
で

集
ま
る
と
、
「
元
気
」
と
「
笑
顔
」
を

分
け
合
う
場
に
変
わ
り
ま
す
。

参
加
者
の
有
志
で
始
ま
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、
し
だ
い
に
健
康
志
向
を
高

め
、
現
在
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
行
っ
て

い
ま
す
。
「
楽
し
み
」
や
「
わ
く
わ
く

感
」
と
一
緒
に
、
参
加
者
の
身
体
に
合

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
が
続
く
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
の
持
ち
寄
り
で
食
事

会
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
く

り
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
か
ら
、
自

然
に
お
互
い
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
把
握
す

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

水
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

わがまちの様子

体操後のストレッチの様子。DVDを見ながら身体をほ
ぐしたり、参加者が他のサロンや教室で教えてもらった
柔軟体操などを皆さんで一緒に行っています。

トレッキングの様
子。参加者がお弁
当を手作りし、屋
外での食事を楽し
んでいます。
コースも毎回変更
して、飽きない工
夫をしています。

総人口 １，４８１人

高齢化率 ４０．８５％

高齢者

支援センター 倉敷西

地域の
トピック

憩の家では、体操、ヨガ、
ストレッチ、茶話会など、
様々な通いの場が週替わり
で行われており、地域の健
康を支える大切な拠点に
なっています。

「互近助の底力！」～くらしき互近助パントリープロジェクト～
互いに近所で助け合うことを目的としたこのプロジェクトは個人・団体・企業等から寄せられ
た食材や生活雑貨を活用し、地域に応じた手づくりの支え合い活動を生み出しています。活動
を行う「互近助パントリーサポーター」の数もどんどん増えており、活動を通して発見した困

りごとは、相談・支援機関と早い段階で連携し解決を目指すことができます。

食材・生活雑貨
の提供者を募集

１

互近助パントリー
サポーターの募集
と活動支援

２

支援物品を託すという

ボランティア・公益活動

支援物品を活用した地域に

応じた支え合い活動の創出

相談・支援機関と
の連携

３

パントリーサポーターの活

動を通して発見した困りご
とを早期に相談・対応

①支援物品の提供件数
【約200件】

②パントリーサポーター
として始まった支え合い
活動 【70か所】
・子ども食堂
・困りごと相談窓口
・見守り訪問等

※令和４年２月３日現在

見えてきた効果
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